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①

沼

津

い

ろ

は

歌

留

多

沼
津
い
ろ
は
歌
留
多

い
―
い
つ
も
沼
津
に
や
金
が
な
い

ろ
―
論
よ
り
証
拠
、
予
算
面

は
―
花
が
咲
い
て
も
浮
か
れ
な
い

に
―
人
間
ば
か
り
が
殖
え
て
ゆ
く

ほ
―
ほ
つ
た
ま
ん
ま
の
沼
津
港

へ
―
扁
桃
腺
炎
の
子
供
が
多

い

と
―
と
て
も
市
長
に
や
歯
が
立
た
ぬ

ち
―
築
港
な
ん
ど
は
い
つ
の
事

り
―
理
屈
は
あ

つ
て
も
云
は
ぬ
市
議

ぬ
―
糠
に
釘
打

つ
市
会
の
質
問

る
―
留
守
役
の
助
役
が
眠
く
な
り

を
―
女
は
多

い
が
女
工
さ
ん

わ
―
僅
か
五
万
の
田
舎
都
市

か
―
観
光
事
業
も
身
が
い
ら
ず

よ
―
酔
は
せ
て
議
案
は
無
事
通
過

た
―
た
ゞ
の
宴
会
、
い
つ
も
満
員

れ
―
歴
代
市
長
の
悩
む
学
校

そ
―
粗
末
な
市
庁
舎
、
壁
が
落
ち

つ
―
月
に
影
浮
く
香
貫
山

ね
―
眠
る
商
人
現
状
維
持

な
―
泣
く
子
と
市
長
に
や
勝
て
ま
せ
ぬ

ら
―
ラ
ツ
パ
吹
く
の
が
豆
腐
屋
さ
ん

む
―
無
理
な
課
税
も
泣
き
寝
入
り

う
―
う
る
さ

い
御
婦
人
が
多
過
ぎ
る

ゐ
―
居
な
が
ら
富
士
の
四
季
を
見
る

の
―
呑
気
に
暮
す
に
や
よ
い
沼
津

お
―
お
役
所
仕
事
は
ス
ロ
ー
モ
ー

『
響
』
は
昭
和
九
年
に
創
刊
さ
れ
、
戦

前
期
に
沼
津
で
発
行
さ
れ
て
い
た
と
推

測
さ
れ
る
雑
誌
で
あ
る
。
編
集

・
発
行

は
杉
山
嘉

一
。
当
館
で
昭
和

一
一
年
十

一
月
号

（第
二
巻
第
十
号
）
と
昭
和

一

三
年
七
月
号

（第
五
巻
第
六
号
）
を
所

蔵
し
て
い
る
。
前
者
の
表
紙
は
誌
名
の

み
で
あ
る
が
、
後
者

で
は

「
郷
土
中

心
　
文
化
雑
誌
」
と
副
題
が
付
さ
れ
て

い
る
。
文
化
雑
誌
と
銘
打

っ
て
い
る
も

の
の
、
収
録
さ
れ
て
い
る
文
は
、
文
芸

雑
誌
の
よ
う
な
詩
歌
な
ど
で
は
な
く
、

沼
津
に
関
す
る
時
事
記
事
や
批
評
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
全
体
的
に
風
刺

的
な
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
偏

っ

た
視
点
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
沼
津
の

様
子
の

一
端
を
伝
え
る
も
の
と
い
え
る
。

こ
こ
で
は
、
第
五
巻
第
六
号
に
収
録

さ
れ
て
い
る

「沼
津
い
ろ
は
歌
留
多
」

と
題
し
た

一
文
を
紹
介
す
る
。

『響』昭和12年 7月 号表紙 [当 館蔵]
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く
―
く
や
し
か
つ
た
ら
市
議
に
な
れ

や
―
や
り
繰
世
帯
の
市
の
予
算

ま
―
街
に
ネ
オ
ン
が
ち
ら
ほ
ら
と

け
―
県
に
内
所
で
準
備
教
育

ふ
―
冬
は
年
中
西
の
風

こ
―
小
金
あ
る
な
ら
お
い
で
な
さ
い

え
―
駅
は
貧
相
な
木
骨
建

て
―
鉄
道
員
が
幅
を
利
か
す

あ
―
後
は
ど
う
で
も
ま
づ
借
款

さ
―
サ
イ
レ
ン
遠
く

へ
聞
え
な
い

き
―
気
候
が
よ
い
の
で
の
ん
び
り
し
て
る

ゆ
―
雪
の
つ
も
ら
ぬ
冬
が
多
い

め
―
免
除
さ
せ
度
い
授
業
料

み
―
三
島
に
劣
る
繁
栄
さ

し
―
自
慢
に
な
ら
ぬ
高
い
税
金

ゑ
―
海
老
で
鯛
釣
る
人
種
あ
り

ひ
―
ひ
と
の
葬
儀
に
飲
め
唄

ヘ

も
―
元
は
海
辺
の
草

つ
ば
ら

せ
―
千
本
浜
に
は
松
の
風

す
―
住
め
ば
都
と
諦
め
る

当
時
は
支
那
事
変
勃
発
の
直
前
と
い

う
時
期
で
、
沼
津
市
長
は
前
年

一
月
に

返
り
咲
い
た
森
田
泰
次
郎
氏
。
前
年
に

は
沼
津
観
光
協
会
が
設
立
さ
れ
、　
一
二

年
に
は
御
成
橋
が
架
け
替
え
ら
れ
、
七

月

一
日
に
渡
初
め
式
が
挙
行
さ
れ
て
い

る
。

に
一
シ
リ
ー
ズ

¨
一
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
　
〈綸
〉

“
〓

一̈一海
軍
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
権

田
正

三
郎

一一̈一一̈

宮
原
二
郎

（機
関
中
将
）
・
山
本
安
次
郎

（同
前
）
。
永
嶺
謙
光

（機
関
少
将
）
ら
、

活
躍
し
た
人
材
が
少
な
く
な
く
、
明
治

海
軍
を
支
え
た
指
導
的

エ
ン
ジ

エ
ア
の

相
当
な
部
分
を
徳
川
の
遺
臣
た
ち
が
占

め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
紹
介
す

る
権
田
正
三
郎
も
、
廃
校
後
海
軍
兵
学

寮
に
進
ん
だ
沼
津
兵
学
校
資
業
生
出
身

者
で
あ
り
、
明
治
海
軍
の
機
関
科
に
足

跡
を
残
し
た
技
術
者
で
あ
る
。

権
田
家
は
、
代
々
徳
川
家
に
仕
え
た

幕
臣
で
あ
り
、
過
去
帳
に
は
九
左
衛
門

（正
徳
三
年
没
）
、
弥
五
兵
衛

（宝
永
七

年
没
）
、
金
五
郎

（享
保

一
三
年
没
）
、

政
之
助

（享
保

一
九
年
没
）
、
甚
蔵

（寛

政

一
〇
年
没
）、
藤
蔵

（寛
政

一
一
年
没
）、

佐
市
郎

（文
化

一
一
年
没
）、
佐
太
郎

（文

化

一
四
年
没
）、
半
次
郎

（文
政
六
年
没
）

と
い
っ
た
先
祖
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

チ
ョ
ン
マ
ゲ

・
帯
刀
姿
で
写
真
に
写

っ

て
い
る
の
は
、
明
治
二
九
年

（　
九
３

六
）
に
八
十
二
歳
で
亡
く
な

っ
た
勝
之

助

（酔
睡
）
で
あ
ろ
う
。

正
三
郎
は
勝
之
助
の
養
子
だ

っ
た
と

ヽ

思
わ
れ
る
。
沼
津
兵
学
校
資
業
生
に
は

明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
九
月
に
及
第

し
第
六
期
生
と
な

っ
た
が
、
当
時
の
名

簿
に
は
杉
田
正
三
郎
と
あ
る
。
勝
之
助

の
妻
は
、
た
ぶ
ん
養
子
の
顔
を
知
ら
な

い
ま
ま
、
明
治
三
年
十
月
に
亡
く
な

っ

た
。
実
は
、
勝
之
助
は
小
普
請
池
永
織

三
郎

の
子
で
あ
り
、
権
田
家
は
二
代
続

い
て
の
養
子
で
あ

っ
た
。
勝
之
助
の
甥

池
永
静
治
は
、
精
鋭
隊
―
新
番
組
―
開

墾
方
に
所
属
し
、
遠
州
金
谷
原
に
入
植

し
て
い
た
。
権
田
家
は
、
勝
之
助
よ
り

も
数
代
前
か
ら
池
永
家
と
は
姻
戚
関
係

に
あ

つ
た
が
、
表
火
之
番
な
ど
を

つ
と

め
た
池
永
家

の
家
格
を
勘
案
す
る
と
、

同
等
の
御
家
人
だ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
正
三
郎
の
実
家
杉
田
家
に
つ
い

て
は
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
正
三
郎
は
三
年

一
二
月
他
の

資
業
生
五
名
と
と
も
に
大
阪
兵
学
寮

ヘ

の
貢
進
生
に
選
抜
さ
れ
、
新
政
府
の
陸

軍
士
官

へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
し
か
し
、

理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
彼

一
人
だ
け
入
学
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代

り
、
廃
藩

・
廃
校
ま
で
沼
津
で
勉
学
を

続
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
今

度
は
藩
の
命
令
で
は
な
く
自
ら
の
意
志

で
海
軍
士
官

へ
の
道
を
選
択
す
る
。

黒
船
来
航
と
い
う
外
圧
に
よ

つ
て
日

本
の
近
代
が
始
ま

っ
た
と
す
れ
ば
、
ま

さ
に
そ
の
黒
船
を
自
ら
造
り
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
力
を
身
に
付
け
た
時
、
初

め
て
日
本
人
は
自
立

へ
の
自
信
を
獲
得

し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
幕
府
で

も
薩
摩
藩
で
も
軍
制
の
近
代
化
は
海
軍

建
設
か
ら
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

沼
津
兵
学
校
は
陸
軍
の
学
校
で
あ

っ

た
が
、
教
授
陣
に
は
赤
松
則
良
を
は
じ

め
幕
府
海
軍
出
身
者
が
少
な
く
な
く
、

彼
ら
の
影
響
を
受
け
た
生
徒
の
中
に
は

海
軍
の
重
要
さ
を
認
識
し
た
者
も

い
た

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
旧
幕
臣

一
般
に
対

し
て
も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
海
軍
の

機
関
科
に
限

っ
て
み
て
も
、
沼
津

・
静

岡

・
掛
川
等
移
住
の
旧
幕
臣
子
弟
に
は
、

ヽ

権田勝之助か

[権 円新一氏寄贈]
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五
年

（
一
八
七
二
）
五
月
、
最
後
ま

で
残

っ
て
い
た
資
業
生
六
三
名
は
陸
軍

教
導
団
に
編
入
さ
れ
た
が
、
正
三
郎
は

そ
の
中
に
は
合
ま
れ
な
か

っ
た
。
そ
し

て
、
同
年
九
月
二
日
、
全
国
か
ら
集

っ

た
海
軍
兵
学
寮
入
学
生
六
三
名
の
　
人

に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
沼
津
兵
学
校

資
業
生
出
身

の
向
山
慎
吉

・
中
山
訥
、

同
附
属
小
学
校
生
徒
出
身
の
安
原
金
次
・

永
嶺
謙
光
ら
も
い
っ
し
ょ
だ

っ
た
。
教

官
の
側
に
も
、
山
本
淑
儀

・
荒
川
重
平
・

並
木
元
節
ら
沼
津
兵
学
校
の
恩
師

・
先

輩
が
い
た
。
し
か
し
、
翌
六
年
七
月
に

は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
海
軍
教
師
団
が
到
着

し
、
制
度
が

一
新
さ
れ
本
場
仕
込
み
の

教
育
が
開
始
さ
れ
る
。　
一
〇
月
、
生
徒

は
運
用
砲
術
科

・
測
量
科

・
蒸
汽
機
関

科
に
分
け
ら
れ
、
正
三
郎
は
蒸
汽
機
関

科
生
徒

（三
六
名
）
と
な
り
、
機
関
長

サ

ツ
ト
ン
、
副
機
関
士
ギ

ツ
シ
ン
グ
、

同

ハ
ー
デ
イ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
る
こ

と
に
な

っ
た
。
七
年

（
一
八
七
四
）
五

し

月
、
機
関
科
は
分
校
と
し
て
築
地
か
ら

横
須
賀
に
移
転
、
造
船
所
で
の
実
地
教

育
が
行
わ
れ
る
。
八
年

一
〇
月
九
日
に

は
機
関
科
生
徒

一
四
名
が
卒
業
、
機
関

士
補
に
任
命
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
式
の

整
備
さ
れ
た
教
育
制
度
に
則

っ
た
最
初

の
海
軍
機
関
科
十
官

の
誕
生
で
あ
る
。

正
三
郎
は
そ
の

一
人
で
あ

っ
た
。　
一
四

年

（　
八
八

一
）
時
点
で
は
中
機
関
士

（中
尉
相
当
）
に
進
ん
で
い
る
。

同
級
生
や
同
僚
に
は
外
国
留
学
に
派

遣
さ
れ
る
者
が
い
た
が
、
正
三
郎
は
国

内
で
勉
学
を
続
け
、
東
京
大
学
理
学
部

機
械
工
学
科
に
進
み
、　
一
七
年

（
一
八

八
四
）

一
〇
月
二
五
日
卒
業
、
理
学
士

の
学
位
を
得
た
。　
一
八
年
イ
ギ
リ
ス
で

建
造
さ
れ
た
巡
洋
艦
浪
速
の
回
航
員
に

大
機
関
士
と
し
て
加
わ
り
、
副
長
山
本

権
兵
衛
大
尉
ら
の
下
、
日
本
人
に
よ
る

初
め
て
の
同
航
に
従
事
し
た
。

そ
の
後
、
正
三
郎
は
、
長
浦
水
雷
営

に
在
勤
、
一
三

年

（
一
八
八
八
）
九
月

に
は
海
軍
大
学
校
教
官
と
な
る
。
さ
ら

に
海
軍
機
関
学
校
教
官
兼
部
長
技
術
会

議
員
な
ど
を
歴
任
し
、
二
三
年

（
一
八

九
〇
）

一
一
月
に
は
天
城
機
関
長
と
な

っ
た
。
〓
〇
年

（
一
八
九
七
）

一
二
月

機
関
少
監

（機
関
少
佐
）
に
進
み
、
〓

）

二
年

（　
・
＾

′、
九
九
）

一
Ｅ
月
後
備
に
編

入
さ
れ
た
。
日
清

，
日
露
の
実
戦
に
は

参
加
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

正
三
郎
が
、
養
父
の
後
を
追
う
よ
う

に
亡
く
な

っ
た
の
は
、
明
治
三
九
年

一

二
月
七
日
だ

つ
た
。
特
旨
に
よ
り
従
五

位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
生
年
が
わ
か
ら
な

い
た
め
、
没
年
齢
は
不
明
だ
が
、
沼
津

兵
学
校
当
時

一
〇
代
後
半
だ

っ
た
と
仮

定
す
れ
ば
、
五
〇
代
の
は
ず
で
あ
る
。

沼
津
城
ド
旧
幕
臣
割
付
図

（明
治
六

年
頃
）
や

「日
枝
神
社
氏
子
帳
」
（九
年
）

に
は
、
西
条
町
に
正
三
郎
の
名
前
が
あ

る
。
本
人
は
別
と
し
て
、
家
族
は
廃
藩

後
も
し
ば
ら
く
沼
津
に
住
ん
で
い
た
の

だ
ろ
う
。
明
治
二
三
年
時
点
の
住
所
は

東
京
麻
布
区
と
な

っ
て
い
る
。

正
三
郎
の
公
務
以
外
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
旧
幕
臣
子
弟
の
奨
学
の
た
め
明

治

一
八
年

（
一
八
八
五
）
に
結
成
さ
れ

た
静
岡
育
英
会

の
設
立
発
起
人
に
名
を

連
ね
た
事
実
が
知
ら
れ
る
。

〈参
考
文
献
〉
『
帝
国
海
軍
機
関
史
』
上

巻

（
一
九
七
五
年
、
原
書
房
）
、
『
帝
国

海
軍
教
育
史
』
第

一
巻

（
一
九
八
三
年
、

原
書
房
）、
『牧
之
原
開
拓
士
族
名
簿
』
（
一

九
八
七
年
、
金
谷
郷
土
史
研
究
会
）

（樋
口
雄
彦
）

当
館
の
名
付
け
親
と
も
い
え
る
四
方

弥
氏
は
、
長
年
の
研
究
成
果
を

『
『
中

学
校
教
則
大
綱
』
の
基
礎
的
研
究
』
（梓

出
版
社
　
三
〇
〇
四
年
）
と
い
う
大
著

に
纏
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
土
壌
で

あ
る
氏
の
蔵
書
の

一
部
を
当
館
に
御
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
館
で
は

「
四

方
教
育
史
文
庫
」
を
設
置
し
、
保
存

・

活
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「文
庫
」
に
は
、
日
本
の
近
代
教
育

史
に
関
係
す
る
貴
重
な
書
籍

・
資
料
が

数
多
く
合
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
都
道

府
県
等
に
よ
つ
て
編
ま
れ
た

「教
育
史
」

は
ほ
ぼ
揃

っ
て
い
ま
す
。
日
本
近
代
教

育
の
先
駆
け
と
も
い
わ
れ
る

「沼
津
兵

学
校
」
を
、
研
究

・
展
示
の

一
つ
の
柱

と
し
て
い
る
当
館
に
と

つ
て
、
ふ
さ
わ

し
い

「文
庫
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

「文
庫
」
は
閲
覧
が
で
き
ま
す
。　
一

階
図
書
室
に
目
録
を
配
架
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
閲
覧
を
ご
希
望
の
方
は
受
付

ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
複
写
も
可
能

で
す
。

権田正三郎か

[権田新一氏寄贈]
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開
館
２０
周
年
特
別
展

・
平
成
１６
年
度

第
１
回
企
画
展
と
し
て

「天
地
鳴
動
―

沼
津
と
噴
火

・
地
震

・
津
波
―
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、
「東
海
地
震
」
の
危
機
が
間
近

に
迫

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
過
去
沼
津
を
襲

っ
た
噴
火

・
地
震

・
津
波
災
害
の
資
料

と
、
「東
海
地
震
」
と
防
災
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

期
間

¨
７
月
２４
日
田
～
９
月
２６
日
０

会
場

一
当
館
３
階
北
側
展
示
室

※
江
原
素
六
に
関
す
る
展
示
は
、

期
間
中
規
模
を
縮
小
し
て
展
示

し
ま
す
。

図
録

一
展
示
解
説
書
と
し
て
図
録
を
刊

行
し
ま
し
た
。
頒
価
五
〇
〇
円

企
画
展
に
関
連
し
て
歴
史
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
多
数
の
御
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

講
　
師

一
小
山
真
人
氏

（静
岡
大
学
教

育
学
部
教
授

・
火
山
学
）

演
　
題

一

「沼
津
が
揺
れ
た
時
―
噴
火
・

地
震

・
津
波
災
害
史
―
」

日
　
時

一
９
月
４
日
０
１４
時
～
１６
時

会
　
場

一
当
館
２
階
講
座
室

定
　
員

一
１００
名
、
参
加
費
無
料

申
　
込

一
７
月
２８
日
困
９
時
か
ら

当
館
ま
で
電
話
で

◆
高
校
生
の
た
め
の
１
日
学
芸
員
体
験

講
座

「学
芸
員
」
を
体
験
し
よ
う
。

日
　
時

一
８
月
１０
Ｈ
関
１０
時
～
１５
時

対
　
象

一
市
内
在
住
、
在
学
の
高
校
生

定
　
員

一
２０
名

（先
着
順
）

参
加
費

一
無
料
、
昼
食
持
参

申
　
込

一
７
月
２８
日
困
９
時
か
ら

当
館
ま
で
電
話
で

◆
平
和
を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡
め
ぐ

ｎ
／

市
内
に
残
る
戦
争
関
連
の
史
跡
を
見

学
し
ま
す
。
親
子
で

「平
和
」
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

¨
８
月
１１
日
困
９
時
～
４
時

（雨
天
中
止
）

対
　
象

一
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
　
員

¨
１０
組
２０
名

（先
着
順
）

参
加
費

一
無
料
、
昼
食
持
参

申
　
込

一
７
月
２８
日
因
９
時
か
ら

当
館
ま
で
電
話
で

◆
史
料
館
を
探
検
し
よ
う

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
、
史
料
館
を

探
検
し
よ
う
。
史
料
館
の
裏
側
ま
で
見

ら
れ
る
か
も
。

日
　
時

一
８
月
４
日
困
、
７
日
０
、

２０
日
０
、

２４
日
関

各
　
日

一
９
時
３０
分
～
１１
時

対
　
象

一
市
内
の
小
学
４
年
生
～
中
学

３
年
生

定
　
］貝
一
各
日
５
名
程
度

参
加
費

一
無
料

申
　
込

一
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
当

館
ま
で
直
接
ま
た
は
電
話
で

静
岡
県
民
の
日
８
月
２１
日
田
は
無
料

で
開
館
し
ま
す
。

は
じ
め
て
古
文
書
に
接
す
る
方
を
対

象
に
、
初
心
者
向
け
講
座

（全
５
回
）

を
開
催
し
ま
す
。

日
　
程

一
９
月
５
日
、

１２
日
、

１９
日
、

一ゝ

２６
日
、

１０
月
３
日
の
各
日
曜
日

一
１４
時
～
１６
時

¨
武
田
藤
男

（前
当
館
嘱
託
）

一
当
館
２
階
講
座
室

一
４０
名

（先
着
順
）

一
無
料

（辞
書
代
は
別
）

一
８
月
１０
日
関
９
時
か
ら

当
館
ま
で
電
話
で

大
切
な
資
料
を
虫
や
カ
ビ
な
ど
の
害

か
ら
守
る
た
め
、
館
内
の
燻
蒸
作
業
を

行
い
ま
す
の
で
、
通
常
の
月
末
体
館
日

を
合
め
以
下
の
日
程
で
休
館
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。

休
館
日

一
１０
月
２５
日
０
～
２９
日
０

「夜ル乃景気」 [土屋博氏所蔵]

宝永の富 1:山 噴火の様子が描かれています。

ヽ_

申 参 定 会 講 時
加

込 料 員 場 師 間

体
裁

頒
価

内
容

Ｂ
５
版
、

１４６
ペ
ー
ジ

五
〇
〇
円

樋
口
雄
彦

「林
洞
海
筆

『
茶
農

漫
録
』
の
総
目
次
と
紹
介
」
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